
サウンド探検パッチブック





Mother-32：キーボード・モードでシーケンスを作る方法

このレッスンは、Mother-32のキーボード（KB）モードでシーケンス
を作ります。KBモードはデフォルト設定のモードで、シーケンサーを
使い始めるのにベストなモードです。このモードではパネルから直
接演奏できるほか、レコード機能でパターンの入力やエディットもで
き、シーケンサーの演奏中にパターンのトランスポーズも行えます。

シーケンサーは、メモリーされているパターンを使ってシンセサイ
ザーに音符や休符を、一般的には一定のテンポで演奏させるために
使用します。パターン内の各音符や休符を「ステップ」と呼びます。
シーケンサーの使用中に聴こえる音は、音符の長さやパネルのセッ
ティング、パッチベイのパッチングの状況によって変わります。

ステップ1 - シーケンスの消去

ステップ3 - 録音待機状態にする

ステップ4 - オクターブの選択

ステップ5 - 音符や休符を入力する

ステップ2 - キーボード・モードに入る

ステップ6 - 人間的なノリを出す ステップ7 - 録音を終了する

ステップ8 - 録音したシーケンスを再生

下図の3つのボタンを同時に押すと、選択していたシーケンスの内
容が消去され、空の新規パターンになります：

SHIFTボタンを押しながらKBボタンを押すとキーボード・モードに
入ります。

下図の2つのボタンを同時に押してシーケンスの録音待機状態にし
ます。

左右の矢印ボタンでシーケンスに入力する音のオクターブを選択し
ます。

シーケンスに入れたい音程をステップに入力します。HOLD/
RESTボタンを押すと休符が入力されます。

以下の機能は好みに応じて使うことができます。ステップ
LEDが点滅しているときに、以下のパラメーター設定をその
ステップに設定することができます。また、以下の機能は人間
的なノリを出す機能のほんの一例です。

Accent - アクセント
このボタンを押すと選択したス
テップにアクセントが入ります。

Ratchet - ラチェット
SHIFTボタンを 押しな がら
GLIDEノブを回すと、オクター
ブLEDに1-4の値が表示され
ます。

Glide - グライド

GLIDEノブを右へ回すとその
ステップにグライドがかかりま
す。GLIDEノブを左に回し切る
とそのステップでのグライドは
オフになります。

Gate Length - ゲートの長さ

GATE LENGTHノブを回す
とそのステップのゲートの長さ

（音の長さ）が変わります。

シーケンスができましたら、RUN/STOPボタンを押して録音モー
ドを終了します。

TEMPOノブでシーケンスを演奏させたいスピードを設定し、
RUN/STOPボタンを押します。するとシーケンサーが1ステップ
ずつ進んでいきます。最終ステップまで進むと、ステップ1に戻って
演奏を繰り返します。

パッチブックの巻末にある「Tips & Tricks」
や、カードゲーム「遠回りコネクション」で遊ん
でみてください。色々な音作りやクリエイティ
ブなパッチングを楽しめます。



Mother-32：ステップ・モードでシーケンスをエディットする方法

ステップ・モードはパターンの各ステップをオンやミュートにしたり、ス
テップのエディット（編集）を、パターンの再生中でも行えるモードで
す。このモードでは、13個のキーボード・キーと矢印ボタン（KB）と
STEPボタンの機能がキーボード・モードとは異なります。

ステップ1

ステップ3

ステップ4

ステップ5

ステップ1

ステップ2

ステップ2

SHIFTボタンを押しながらSTEPボタンを押すとステップ・モード
に入ります。

キーボード・キーの「黒鍵」（1-8、9-16、17-24、25-32）で全32
ステップ中の8ステップずつのグループを選択します。

エディットしたいステップを選択するには、SHIFTボタンを押しなが
らステップ・ボタン（1〜8のいずれか）を押します。

ステップを選択しましたら、キーボード・キーをいずれかを押すとそ
のステップの音程が変わります。また、そのステップのACCENT、
GLIDE、RATCHET、GATE LENGTHの設定も変更できます。

そのステップの各設定ができましたら、SHIFTボタンを押しながら次
にエディットしたいステップのステップ・ボタンを押して次のステップに
進むか、SHIFTボタンを押しながらエディットしていたステップのス
テップ・ボタンを押してエディットを終了します。

Mother-32：ASSIGNアウトを探求する

Mother-32のASSIGNアウトは、クリエイティ
ブなパッチングを作るのに幅広く応用できます。
Mother-32の多彩な設定をするには、以下のス
テップを実践してみてください：

RESET/ACCENTボタンを押しながらSHIFT＋SET END＋8
の各ボタンを同時に押すと、セットアップ・モードに入ります。

左右の矢印ボタンでOCTAVE/LOCATIONの黄色LEDの1を点
灯させてページ1を選択します。この状態でASSIGNアウトの機能
を1〜8ボタンで切り替えることができ、OCTAVE/LOCATION
の緑LEDで選択した機能を表示します。ASSIGNアウトの各機能
の詳細につきましては、Mother-32日本語マニュアルの48ページ
をご覧ください。

アクセントが入っているステップを再生すると0〜+5Vのフィル
ターがかかったパルスを出力します。

内部クロックのテンポに従って0〜+5Vのクロック信号を出力しま
す。この設定がデフォルトです。

内部クロックのテンポの半分のクロックレートで0〜+5Vのクロッ
ク信号を出力します。

内部クロックのテンポの1/4のクロックレートで0〜+5Vのクロッ
ク信号を出力します。

パターンのステップが進むにつれて電圧が上がっていく-5〜+5V
のランプ波のCVをステップごとに出力します。

パターンのステップが進むにつれて電圧が下がっていく-5〜+5V
のノコギリ波のCVをステップごとに出力します。

パターンのステップの進行に合わせて-5〜+5Vの電圧が上下する
三角波のCVをステップごとに出力します。

-5〜+5VのCVをステップごとにランダムに出力します。



Mother-32：TEMPOインを探求する

TEMPOインはMother-32の内部クロックのテンポを
変化させるときや、内部クロックの代わりに外部クロック
を使用するときなどに使用します。TEMPOインには4
つのモードがあり、セットアップ・モードで切り替えること
ができます。

ステップ1

ステップ2

RESET/ACCENTボタンを押しながらSHIFT＋SET END＋8
の各ボタンを同時に押すと、セットアップ・モードに入ります。

左右の矢印ボタンでOCTAVE/LOCATIONの黄色LEDの3を点
灯させてページ3を選択します。この状態でTEMPOインの機能を
1〜4ボタンで切り替えることができ、OCTAVE/LOCATIONの
緑LEDで選択した機能を表示します。

CVを入力してTEMPOノブの値をコントロールします。ここで入力し
たCVは、内部クロックのテンポに加算されます。

接続した信号からクロックの立ち上がりエッジを検知すると、内部ク
ロックがキャンセルされ、テンポLEDが緑で点灯します。パターンは
立ち上がりエッジを検知するたびに1ステップずつ進みます。この時、
TEMPOノブの操作は無効になります。この設定がデフォルトです。

このモードは、外部アナログ・クロック機器からクロック信号を
TEMPOインに接続してMother-32を同期演奏させるときに使用し
ます。このモードの場合、TEMPOインでクロック信号を検知すると
内部クロックとMIDIクロックをキャンセルしてクロック信号に同期し
ます。外部からのクロック信号が停止したり、TEMPOインからケー
ブルを取り外すと内部クロックかMIDIクロックが復活します。

このステップ・アドレスCVモードでは、シーケンサーはクロック信号で
は動作しません。その代わりに、シーケンスの各ステップは、TEMPO
インから入力したCVの電圧に応じて直接演奏します。この場合、CV
の入力電圧レンジ全体をパターンのステップ数で均等に分割し、入力
したCVの電圧が分割した電圧レンジに入ると、そのレンジに対応した
ステップを発音します。色々なモジュレーション信号のCVで色々に実
践してみてください。

NOTE：ステップ・アドレスCVモードの場合、TEMPOインに入力した
CVが変化すると通常の演奏を無視してCVに従って演奏します。RUN/
STOPボタンを押すと通常の演奏に戻り、CVが変化すると再びCVに
従って演奏します。

DFAM：シーケンスの作り方

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

ADVANCEボタンでシーケンサーをステップ1に移動します。
TRIGGERボタンを押して選択したステップの音をオーディション
します。

SEQ PITCH MODスイッチをVCO 1&2にセットします。ス
テップ1のPITCHノブを演奏したい音の高さに調節します。次に、
VELOCITYノブで演奏したい音の大きさに調節します。

ADVANCEボタンで次のステップに進み、各ステップのピッチとベ
ロシティを調節します。

RUN/STOPボタンを押してシーケンスを再生して音を聴いてみ
ます。

各ステップのPITCHとVELOCITYノブは、
シーケンサーの再生中でも調節できます。



DFAM：変拍子とパターンの長さ

ステップ1 ステップ3

ステップ2

DFAMのSEQ PITCH MODスイッチをOFFにセットします。次に
RUN/STOPボタンを押してシーケンスをスタートさせます。

シーケンサー・セクションのVOLOCITYノブをすべて右に回し切っ
た状態にします。これですべてのステップの音が聴こえます。次にす
べてのPITCHノブを左に回し切ります。

DFAMのPITCHアウトからTEMPOインにパッチ・ケーブルを接続
します。するとテンポが非常に遅くなりますので、TEMPOノブで好
きなスピードに調節してください。

PITCHノブをどれでも右に回し切った状態にすると、そのステップ
を"スキップ"します。このことは、シーケンスの長さを奇数ステップに
したり、独特のスウィング感を出したり、変拍子にしたりする面白いテ
クニックとして利用できます。

DFAMの パッチベイのVELOCITYアウト
プットとSubharmoniconのRHYTHMイン
プット（1-4）を接続して、2台が相互に関連す
るリズム・バリエーションを出せます。

Subharmonicon：シーケンスの作り方

ステップ1 ステップ4

ステップ5

ステップ2

ステップ3

シーケンサーのオクターブ・レンジとクォンタイザーの設定をSEQ 
OCTとQUANTIZEボタンで設定します。オクターブ・レンジ、クォン
タイザーの設定につきましては、レッスン8をご覧ください。

SEQ ASSIGNボタンでSEQUENCER 1はVCO 1（OSC 1）
を、SEQUENCER 2はVCO 2（OSC 2）をコントロールするよう
にセットします。

ポリリズム・セクションで、RHYTHM 1
はSEQUENCER 1を、RHYTHM 
2はSEQUENCER 2を コ ント ロ ー
ル するようにセットし、そ れ ぞ れ の
RHYTHMノブで好きなテンポスピー
ドに調節します。

NEXTボタンを押して次のステップに進みます。TRIGGERボタン
を押すと選択したステップの音が聴こえます。各シーケンサーのピッ
チをSTEPノブ（1-4）で調節します。

RESETボタンを押してからPLAYボタンを押すとシーケンスがス
タートします。必要に応じてノブなどの調整をしてください。

設定を色々に変えてみましょう。オクターブ・
レンジやクォンタイズの設定、リズムのコンビ
ネーションやシーケンサーのアサイン設定を
変えて、完璧なシーケンスを作りましょう。



Subharmonicon：シーケンサー/クォンタイズ機能

シーケンサー・レンジ クォンタイズの設定

シーケンサーの各STEPノブで使用するオク
ターブ・レンジを設定します。設定値は3段階
あります。SEQ OCTボタンを繰り返し押す
と、3つの設定値が順番に切り替わり、LEDに
その設定値が表示されます。

各ステップでのVCO FREQノブで変化するピッチ
の幅が上下5オクターブになります。

各ステップでのVCO FREQノブで変化するピッチ
の幅が上下2オクターブになります。

各ステップでのVCO FREQノブで変化するピッチ
の幅が上下1オクターブになります。

NOTE：デフォルト設定では、SEQ 1とSEQ 2アウトからはその時の
SEQ OCTの設定に従ったCVが出力されます。この動作はLEDが点
滅するまでSEQ OCTボタンを長押しすることで変更できます。この場
合、SEQ 1とSEQ 2アウトからはパネル上でのSEQ OCTの設定に
関係なく上下5オクターブのCVが出力されます。この時、本体内のオシ
レーターはSEQ OCTの設定通りに動作します。このモードは、LEDの
点滅が止まるまでSEQ OCTボタンを長押しすると解除されて元のデ
フォルト設定に戻ります。

ピッチ・クォンタイズは、オシレーターのピッ
チをコントロールするCVに制限をかけて、特
定の音階のみを発音させるための機能です。
QUATIZEボタンを繰り返し押すと、4つの
設定値が順番に切り替わり、選択した設定が
LEDに表示されます。クォンタイズ機能がオ
フのときは、LEDは消灯します。

西洋音楽の基本である平均律（ET）によるクロマ
ティック（12音階）スケールです。

平均律（ET）によるダイアトニック（8音階）スケール
です。

純正律（JI）によるクロマティック（12音階）スケール
です。

純正律（JI）によるダイアトニック（8音階）スケール
です。

NOTE：デフォルト設定では、SEQ 1とSEQ 2アウトからはパネル上
のクォンタイズ設定に従ったCVが出力されます。この動作は、LEDが点
滅するまでQUANTIZEボタンを長押しすると変更でき、その場合は
SEQ 1とSEQ 2アウトからはパネル上でのクォンタイズ設定とは関
係なく、クォンタイズされていないCVが出力されます。

Mother-32をマスターにした同期演奏の方法

パッチング 再生の準備

Mother-32のASSIGNアウトからMIX 2
インにパッチングします。次にMother-32の
VC MIXアウトから別のシンセサイザーの
CLOCKインにパッチングします。VC MIXに
モジュレーションをかけてみましょう。

Mother-32のアサイナブル・アウトをデフォルト設定の
ファンクション2（クロック）にセットします。同期のスレー
ブ側でより遅いスピードで同期させたいときは、アサイ
ナブル・アウトをファンクション3（クロックの半分）やファ
ンクション4（クロックの1/4）に設定します。

DFAMのADVANCEボタン
でシーケンサーをステップ8に
セットします。

DFAMのRUN/STOPボタン
を押して外部同機による再生
待機状態にします。

S u b h a r m o n i c o n の
RESET→PLAYボタンの
順に押して外部同期による
再生待機状態にします。

Mother-32のRUN/STOP
ボタンを押すと3台が同期して
再生します。



DFAMをマスターにした同期演奏の方法

パッチング 再生の準備

DFAMのTRIGGERアウトからMother-32
のMULTインにパッチングし、Mother-32の
MULT 1アウトから別のシンセサイザーの
CLOCKインに、MULT 2アウトからDFAMの
VCA CVインにそれぞれパッチングしてクリッ
ク風のハイハットにしてみましょう。

DFAMのADVANCEボタン
でシーケンサーをステップ8
にセットします。

S u b h a r m o n i c o n の
RESET→PLAYボ タ ン
を押して外部同期による再
生待機状態にします。

Mother-32の（KB）と（STEP）ボタンを押しながら
RUN/STOPボタンを押して外部同期による再生待
機状態にします。

DFAMのRUN/STOPボタン
を押すと3台が同期して再生し
ます。

Subharmoniconをマスターにした同期演奏の方法

パッチング 再生の準備

Subharmoniconのクロック出力のパッチング
をSEQ 1 CLKアウトやSEQ 2 CLKアウト
に切り替えて変わったリズムにしてみましょう。

DFAMのADVANCEボタン
でシーケンサーをステップ8
にセットします。

DFAMのRUN/STOPボタン
を押して外部同期による再生
待機状態にします。

Mother-32の（KB）と（STEP）ボタンを押しなが
らRUN/STOPボタンを押して外部同期による再
生待機状態にします。

S u b h a r m o n i c o n の
RESETボタンを押して
PLAYボタンを押すと3台
が同期して再生します。



• Mother-32のTEMPOノブでテンポが変わります。詳しくは「再生の準備」
（Lesson 9）をご覧ください。



• Mother-32のTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生
の準備」（Lesson 9）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNア ウト をClock/4（ モ ード4）に セットし ま す
（Lesson 3）。

• DFAMのVCF EGアウトからDFAMのNOISE LEVELインにパッチングし
てスネアドラムのようなアクセントにします。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランプ（モード5）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のASSIGNアウトからVCF CUTOFFインにパッチングして面

白いフィルター・モジュレーションを試してみてください。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ソー（モード6）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のLFO TRIアウトからSubharmoniconのVCO 2 PWMイン

にパッチングしてモジュレーションをかけます。

• SubharmoniconのシーケンサーのクロックをRHYTHM 3やRHYTHM 

4にしてみましょう。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランプ（モード5）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のMIXノブでハイハットのアクセントを付けられます。

• SubharmoniconのCUTOFFのモジュレーション・ソースを、Mother-32の

ASSIGNアウトからVC MIXアウトにパッチングを変えると、違った雰囲気の

モジュレーションになります。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のTEMPOモードをシングル・クロック・アドバンス（モード2）に

セットします（Lesson 4）。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のVC MIXノブでDFAMのハイハットをコントロールします。

• シーケンスの演奏中にSubharmoniconとMother-32のCUTOFFを操作

してみましょう。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• SubharmoniconのSEQ 1で同機の全VCOをコントロールします。

• Subharmoniconのフィルターの動きはDFAMのピッチ・シーケンサーで調

節できます。

• シーケンスの演奏中にMother-32とSubharmoniconのCUTOFFを操作

してみましょう。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランプ（モード5）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のKBアウトからSubharomoniconのRHYTHM 4インにパッ

チングしてパターンにバリエーションを付けます。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のVC MIXノブでSubharmoniconのVCOのランダムなパル

ス・ウィズ・モジュレーションをコントロールします。

• 演奏中にMother-32とSubharmoniconのフィルターCUTOFFノブを調

整してみましょう。

• 3台すべてのエンベロープの設定も調整してみましょう。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のキーボードを弾きます。これでMother-32とSubharonicon

のKB電圧（キーボードCV）が発生します。

• Mother-32のLFO TRIアウトからSubharmoniconのRESETインにパッ

チングしてパターンにバリエーションを付けます。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のTEMPOモードをシングル・クロック・アドバンスにセットします

（Lesson 4）。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のVC MIXノブを回すとDFAMのハイハットがノイズの壁に変

化します。

• SubharmoniconのRHYTHM 2、3、4の各ノブでMother-32のクロック

をコントロールします。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• SubharmoniconのSEQ 1ですべてのVCOをコントロールします。

• Mother-32のVC MIXノブでランダムなリズムのアクセントが付きます。

• Mother-32のエンベロープのDECAYノブを調整してみましょう。

• DFAMのVCO FREQUENCYノブを回してドラムのトーンに変化を付けて

みましょう。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• Mother-32のシーケンサーでMother-32自身とSubharmoniconのピッ

チをコントロールします。

• 演奏中にMother-32とSubharmoniconのフィルターCUTOFFノブを調

整してみましょう。

• SubharmoniconのRHYTHM 2、3、4ノブでDFAMのクロックに変化を

付けてみましょう。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSINGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットしま

す（Lesson 3）。

• Subharmoniconのシーケンサーのセッティングをほんの少し調整すると雰

囲気が変わります。

• DFAMのVCF MODを調整することでDFAMのランダムなフィルター・モ

ジュレーションの深さが変化します。

• DFAMのPITCHアウトからSubharmoniconのRHYTHM 4インプットに

パッチングしてパターンにバリエーションを付けてみましょう。



• SubharmoniconのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは

「再生の準備」（Lesson 11）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをステップ・ランダム（モード8）にセットします

（Lesson 3）。

• このパッチでは、Mother-32とSubharmoniconのフィルターをオシレー

ターとして使用しています。

• Mother-32のVC MIXノブでランダム・モジュレーションのLFO周期をコント

ロールします。

• Mother-32のVCF MOD AMOUNTノブでMother-32のFM（周波数変

調）の深さをコントロールします。



• DFAMのTEMPOノブでテンポをコントロールします。詳しくは「再生の準備」

（Lesson 10）をご覧ください。

• Mother-32のASSIGNアウトをClock/2（クロックの1/2）（モード3）にセッ

トします（Lesson 3）。

• Mother-32のRESONANCEノブでフェイズシフターをかけたように音が

変化します。

• DFAMのVCA EGアウトからSubharmoniconのVCO 1 PWMインプット

にパッチングしてより多彩なモジュレーションを実験してみましょう。



• 自作のパッチをシェアするときは、ハッシュタグ#MoogSoundStudioを使っ

てください。



Mother-32：ASSIGNアウトのクリエイティブな使い方

ステップ1 ステップ3

ステップ2

ステップ1

ステップ2
ステップ3

Mother-32で32音のシーケンスを作ります（Lesson 1参照）。
次に、Mother-32のASSIGNアウトからVCF CUTOFFインに
パッチングします。

RUN/STOPボタンを押します。

Lesson 3のASSIGNアウトの設定方法をご覧ください。シーケン
スの演奏中に、1-8のボタンでASSIGNアウトの設定を変更し、フィ
ルターのカットオフにどのような変化が起こるか聴いてみましょう。

ASSIGNア ウト か らMother-32かDFAM
の別のインプットにパッチングしてみましょう。
ASSIGNアウトを効果的に使用する楽しいテ
クニックがたくさん見つかります！

Subharmonicon：モジュレーションでリズムに変化を付ける

RHYTHM 1をSEQ 1に、RHYTHM 2をSEQ 2にそれぞれア
サインし、両方のRHYTHMノブをセンター位置に合わせます。

SEQ 1ア ウト か らRHYTHM 2イ ン に、SEQ 2ア ウト か ら
RHYTHM 1インにそれぞれパッチングします。

NOTE：SEQ OCTの設定が±1か±2にセットされている場合、
SEQ OCTボタンが点滅するまで長押しします。これにより、SEQ 1
とSEQ 2アウトから±5VのCVが出力され、RHYTHMノブをフル
レンジでコントロールすることができます。

SEQUENCER 1とSEQUENCER 2の各ノブを色々なセッ
ティングにして、シーケンサーのタイミングにどのような変化が起こ
るか聴いてみましょう。

VCF EGやVCA EGなど、色々なCVを出力
するアウトを接続してリズムの変化を聴いてみ
ましょう。



リズムのアクセントやダイナミックなグルーヴを作る

ステップ1

ステップ2

ステップ1

ステップ2

ステップ3

Lesson 3を参考に、Mother-32のASSIGNアウトをクロック出
力（2、3または4）に設定します。次に、ASSIGNアウトからMULT
インにパッチングします。

Mother-32のMULT 1アウトからVCF CUTOFFインに
パッチングします。

または、Mother-32のMULT 1アウトからVCF RESインに
パッチングします。

Mother-32のMULT 2アウトからDFAMのNOISE LEVELイン
にパッチングすると楽しい変化が起こります。

Mother-32：VC MIXをアッテネーター/VCAとして使う

Mother-32のKBアウトからMIX 2インに、VC MIXアウトから
VCF CUTOFFにそれぞれパッチングします。VC MIXノブを右に
回し切ります。これで、Mother-32のVCFがシーケンサーのCV出
力に追従します。

パッチングができましたら、VC MIXノブで
効果の深さを調節してみましょう。また、VC 
MIX CTRLインにCVを接続することでVC 
MIXをVCAとして使うこともできます。

Mother-32のVC MIXアウトからMULTインに、MULT 1アウ
トからVCF CUTOFFインにそれぞれパッチングします。次に、
Mother-32のMULT 2アウトからDFAMのVCF MODインにパッ
チングして、2台が連携したダイナミックな音の変化を作ります。

Mother-32のLFO TRI、LFO SQ、ま た は
ASSIGNアウトからVC MIX CTRLインに
パッチングしてVC MIXをVCAとして使用し、
音程の変化に応じてフィルターの開き具合を
調整してみましょう。



ステップ1 ステップ1

並行ピッチ変化 非線形リズム

並行ピッチ変化と非線形リズム

Mother-32のKBアウトからSubharmoniconのVCO 1イン
にパッチングします。これにより、Mother-32のキーボードとシー
ケンサーでSubharmoniconのピッチをコントロールできます。

SubharmoniconのSEQ ASSIGNボタンは何も選択していな
い状態にします。

SubharmoniconのSEQ 1 CLKとSEQ 2 CLKアウトを
Mother-32とDFAMの下図のインプットにパッチングします。

これにより、2台のシーケンスのタイミングが一定でなくなり、
Subharmoniconのポリリズム・シーケンサーでパッチ全体をコン
トロールできます。

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

自動生成フィルター・モジュレーション

Mother-32のアサイナブル・アウトの機能をステップ・ランダム
（ モ ード8：Lesson 3参 照 ）にセットし、ASSIGNアウトから
MULTインにパッチングします。

Mother-32のMULT 1アウトからSubharmoniconのCUTOFF
インにパッチングします。

Mother-32のMULT 2アウトからDFAMのVCF MODインに
パッチングします。

DFAMのNOISE/VCF MODノブを右に回
し切ります。これにより、Subharmoniconと
DFAMのフィルター・カットオフが、Mother-32
からのステップ・ランダムCVで同じように変化し
ます。



ステップ1 ステップ3

ステップ2

DFAMを使ってSubharmoniconにハーモニーを付ける

DFAMの両方のVCOをユニゾン（同じ音程）に合せます。次に、
Subharmoniconの各VCOをそれと調和する音程にセットします。

Subharmoniconの各サブオシレーターも、それぞれのオシレー
ターと調和する音程に設定します。

SubharmoniconのSEQ 1アウトからDFAMのVCO 1インに、
SubharmoniconのSEQ 2アウトからDFAMのVCO 2インに
それぞれパッチングします。次に、SubharmoniconのTRIGGER
アウトからDFAMのTRIGGERインにパッチングします。これで、
Subharmoniconnの両方のシーケンサーで2台のVCOと2つの
サブオシレーターをそれぞれコントロールでき、多彩なハーモニー
を作ることができます。

ステップ1 ステップ3

ステップ4

ステップ2

循環パッチングによるフィルターの相互コントロール

Mother-32のKBアウトからSubharmoniconのCUTOFFインに
パッチングします。

DFAMのPITCHアウトからMother-32のVCF CUTOFFインに
パッチングします。

SubharmoniconのSEQ 1かSEQ 2アウトからDFAMのVCF 
MODインにパッチングします。

DFAMのNOISE/VCF MODノブを右に回し
切ります。これにより、パッチ全体が相互に影響
しあう接続になり、それぞれのフィルター・カット
オフが他の2台のシーケンサーのどちらかから
コントロールされます。




